
　ドイツのランシュタット駅は 19 世紀の状態であり、リ
ニューアルとバリアフリー化が必要であった。この駅は路
線網のインフラに対応するため過去に多くの点で拡張され
た。そのため、ランシュタット駅はバーデン・ビュルテン
ベルク州およびランシュタット地域の拠点駅になった。全
部で４本のプラットホームがあり、ローカル列車や長距離

列車が発着する。このような多くの状況がランシュタット
駅のリニューアルを大規模かつ挑戦的なものにした。建設
段階におけるリーンコンストラクションメソッドの利用
は、列車の継続的な運行の下に、透明性があり、かつ順調
な工事工程を保証するための一つの方法である。

リーンコンストラクションメソッドによる駅のリニューアル
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